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麗
な
洒
落
た
藁
編
み
函
、
他
に
ゲ
ー
ム
や
玩
具
本
も
買
い
足
し

て
帰
宅
。
夜
私
の
部
屋
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
用
意
を
す
る
。
翌
朝

ス
ズ
キ
が
食
堂
に
そ
れ
ら
を
差
し
入
れ
、
八
時
に
そ
こ
で
朝
食

と
決
め
た
。

請
求
書
を
支
払
う
│
│
十
一
日
間
の
家
事
と
市
場
の
買
物
に

二
十
八
円
、
先
週
の
石
炭
代
七
円
は
別
。
こ
の
料
理
人
を
雇
う

限
り
、
毎
月
二
百
五
十
〜
三
百
円
以
下
に
支
出
を
抑
え
る
望
み

は
な
い
。
家
賃
と
使
用
人
の
給
料
は
恐
る
べ
き
額
、
料
理
人
は

法
外
だ
。
新
年
に
は
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ツ
ル
を
訓
練

し
よ
う
と
思
案
中
、
何
と
か
で
き
る
筈
だ
。
夜
『
虚
栄
の
市
』。

九
十
二
、 

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
〜
ア
ン
と
ア
ー
サ
ー

住
替
え
〜
地
震
／
ダ
ス
ト
ス
ト
ー
ム

一
八
九
七
年
ク
リ
ス
マ
ス
﹇
一
二
月
二
五
日
（
土
）﹈

上
天
気
。
私
が
日
本
で
経
験
し
た
最
も
長
い
晴
れ
続
き
。
全

員
八
時
ち
ょ
う
ど
に
階
下
に
降
り
て
来
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
食

堂
に
用
意
。
わ
が
愛
す
る
ア
ー
ネ
ス
ト
に
、
私
か
ら
は
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
の
修
辞
学
の
本
と
（
半
分
冗
談
に
）
日
本
の
ノ
ー
ト
ブ

ッ
ク
だ
け
。
ア
ン
が
彼
の
た
め
に
、
黄
色
い
リ
ボ
ン
つ
き
の
と

て
も
綺
麗
な
紙
屑
籠
を
手
作
り
し
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。
と
て

も
見
栄
え
が
す
る
。
ア
ン
に
は
彼
か
ら
素
敵
な
緑
の
ズ
キ
ン

一
二
月
二
四
日
（
金
）

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
！

誰
も
い
つ
も
の
仕
事
を
し
な
い
。

ア
ン
と
私
は
午
前
中
ち
ょ
っ
と
し
た
買
物
が
て
ら
散
歩
。
ア
ー

ネ
ス
ト
と
私
の
散
歩
は
午
後
。
ア
ラ
ン
に
ピ
ン
ク
と
白
の
米
粉

の
貝
│
│
そ
れ
ぞ
れ
玩
具
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
玉
や
棒
入
り
│
│

の
籠
、
ヨ
ー
カ
ン
（
羊
羹
）、
モ-

ナ
カ
（
最
中
）、
ペ
パ
ミ
ン

ト
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
等
を
買
う
。
そ
れ
か
ら
ク
ァ
ン
コ
ー
バ

（
勧
工
場
）
へ
。

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
輝
き
。
い
ず
こ
も
明
る
く
刷
新
。

モ
ン
（
門
）
入
口
付
近
は
松
竹
飾
り
、
日
常
家
庭
用
品
の
素
敵

な
新
し
い
籠
、
箱
、
桶
、
手
桶
。
文
房
具
売
り
場
に
は
新
デ
ザ

イ
ン
の
便
箋
が
目
立
つ
よ
う
に
吊
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
見
物

は
玩
具
売
り
場
│
│
歴
史
的
事
件
、
芝
居
の
名
場
面
等
を
あ
し

ら
っ
た
羽
子
板
、
左
団
次
、
団
十
郎
他
の
優
れ
た
似
顔
絵
、
花
、

貝
、
蝶
、
鳥
、
薊
等
を
象
っ
た
羽
根
突
の
素
晴
ら
し
い
羽
子
。

え
も
言
わ
れ
ぬ
絹
の
玉
﹇
手
鞠
﹈、
日
本
人
形
、
西
洋
人
形
、

独
楽
、
イ-

ロ-

ハ
﹇
歌
留
多
﹈
等
の
ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
チ
ャ-

ノ-

ユ
・
セ
ッ
ト
（
茶
の
湯
・
茶
道
具
一
式
）、
風
呂

桶
、
屛
風
、
家
具
。
豪
華
な
布
張
り
の
覆
い
を
つ
け
た
乳
母
車
。

ア
ン
と
ア
ラ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
カ
メ
ヤ
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
用
の
綺

九
十
一
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ

一
八
九
七
年
一
二
月
二
三
日
（
木
）（
続
）

銀
座
を
歩
く
。
す
べ
て
の
ク
ァ
ン
コ
ー
バ
（
勧
工
場
）
と
一

部
の
私
設
店
舗
は
提
灯
等
で
飾
ら
れ
て
い
る
│
│
長
い
ロ
ー
プ

に
吊
し
た
数
多
の
赤
提
灯
の
列
、
そ
れ
ら
に
書
か
れ
た
紅
白
の

漢
字
。
エ
タ
ら
流
し
の
歌
い
女
が
通
る
。
初
め
て
乞
食
を
見
た
。

ア
メ-

ヤ
（
飴
屋
）
が
多
い
。

青
い
股
引
を
藁
で
結
び
、
大
き
な
厭
ら
し
い
赤
ら
顔
の
猿
を

背
負
っ
た
、
種
馬
の
よ
う
に
利
口
そ
う
な
顔
の
男
│
│
長
い
袖

の
あ
る
色
褪
せ
た
緑
の
キ
モ
ノ
（
着
物
）
を
着
て
い
る
。
日
本

人
乳
母
の
綿
入
れ
の
着
物
の
下
に
背
負
わ
れ
た
、
美
し
い
外
国

人
の
子
ど
も
。
奇
妙
な
取
り
合
わ
せ
だ
が
、
と
び
き
り
暖
か
く

幸
せ
そ
う
に
見
え
た
。

別
の
光
景
│
│
二
歳
の
子
を
背
負
っ
た
十
四
歳
く
ら
い
の
少

女
。
子
は
大
き
な
人
形
を
背
負
い
、
人
形
の
背
に
は
小
さ
な
人

形
│
│
都
合
四
者
一
組
。
す
べ
て
同
じ
容
貌
、
い
ず
れ
も
満
面

幸
せ
そ
の
も
の
の
笑
み
。
ヨ
ミ
セ
（
夜
店
）
は
ス
イ
セ
ン
（
水

仙
）
と
美
し
い
翡
翠
色
の
碗
や
皿
で
一
杯
。
こ
の
時
間
お
堀
は

素
晴
ら
し
い
眺
め
。
魚
、
ご
飯
、
サ
ケ
（
酒
）、
蜜
柑
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
や
菓
子
の
店
は
大
繁
盛
。

第
二
十
一
回
　
ク
リ
ス
マ
ス
、年
の
瀬
、大
晦
日

むらかた・あきこ●札幌市生まれ。京都大学総合人間学部・人間環境学研究科教授を経て同名誉教授。日
本フェノロサ学会前会長。編著に『フェノロサ夫人の日本日記』など。

岸田劉生（1891-1929）の生家楽
がく

善
ぜん

堂
どう

は、銀座勧工場の隣にあった。


